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広 報

「おばあさん、ずっと元気でね 」「おばあさん、ずっと元気でね 」

１月４日に満 100 歳を迎えられた北

嶋クニさん。町長から記念品を手渡

されると「ありがでもんだなあ」と

元気な笑顔を見せてくれました。

写真は玄孫（やしゃご）と一緒に。



■
住
民
税
の
申
告
相
談
日
程

月　

日

相
談
受
付
対
象
地
区

会
場
・
時
間
等

２
月
／

９
日
（
月
）
大
台
、
井
内　
　
　
　
　

会
場
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
葹
田
）

時
間
：
９
時
15
分
〜
12
時

　
　
　

13
時
〜
16
時

※
９
日
（
月
）
の
開
始
時
間

は
９
時
30
分
か
ら

10
日
（
火
）
井
内
、
仲
台

12
日
（
木
）
大
麦
、
寺
沢
、
綱
木
沢

13
日
（
金
）
葹
田
、
館
岡
、
赤
沢

16
日
（
月
）
八
幡

会
場
：
役
場 

大
会
議
室

時
間
：
９
時
15
分
〜
12
時

　
　
　

13
時
〜
16
時

※
16
日
（
月
）
は
午
前
が
休

み
で
開
始
時
間
は
13
時
か

ら
と
な
り
ま
す

※
今
回
か
ら
八
幡
、
大
倉
、

保
野
子
、
宇
治
木
、
小
泉
、

新
間
の
会
場
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
な

く
役
場
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

17
日
（
火
）
大
倉
、
保
野
子

18
日
（
水
）
宇
治
木
、
小
泉

19
日
（
木
）
小
泉
・
新
間

20
日
（
金
）
今
戸

23
日
（
月
）
今
戸

24
日
（
火
）
小
今
戸

25
日
（
水
）
新
屋
敷
・
さ
く
ら

26
日
（
木
）
街
道

27
日
（
金
）
街
道
、
田
中

３
月
／

１
日
（
日
）
全
町

３
日
（
火
）
羽
立

■
申
告
が
必
要
な
人

●
21
年
１
月
１
日
現
在
、
井
川
町
に

住
所
が
あ
っ
て
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

・
20
年
中
に
不
動
産
、
農
業
、
営
業
、

年
金
な
ど
の
収
入
が
あ
っ
た
方

・
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
か
ら
町

へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
な
い
方

・
給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
済
み

の
方
で
あ
っ
て
も
医
療
費
控
除
、

住
宅
取
得
控
除
を
受
け
ら
れ
る

方
は
申
告
が
必
要
で
す
。

・
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら

町
に
提
出
さ
れ
た
給
与
支
払
報

告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の

以
外
の
収
入
が
あ
っ
た
方

■
申
告
す
る
必
要
が
な
い
方

●
勤
務
先
で
年
末
調
整
済
み
で
、
給
与

所
得
以
外
に
所
得
の
な
か
っ
た
方

●
税
務
署
に
確
定
申
告
書
を
提
出
す

る
方

■
申
告
に
必
要
な
も
の

●
事
前
に
配
布
し
た
町
県
民
税
申
告

書
と
印
か
ん

●
平
成
20
年
中
に
支
払
っ
た
生
命
保

険
料
、
地
震
（
損
害
）
保
険
料
、

医
療
費
の
領
収
書
と
そ
の
際
に
係

っ
た
電
車
賃
や
バ
ス
賃
な
ど
の
交

通
費
の
領
収
書
、
ま
た
は
そ
れ
ら

を
記
録
し
た
も
の

●
給
与
所
得
者
の
場
合
、
勤
務
先
か

ら
交
付
さ
れ
た
源
泉
徴
収
票
、
ま

た
は
事
業
主
か
ら
の
支
払
証
明
書

●
自
営
業
の
場
合
、
売
上
げ
・
仕
入

れ
等
の
帳
票
及
び
帳
簿
、
必
要
経

費
等
の
領
収
書

■
所
得
控
除
を
受
け
る
場
合

◇
社
会
保
険
料
控
除

・
20
年
中
に
納
め
た
健
康
保
険
料
、

国
保
税
、
国
民
年
金
な
ど
に
支

払
っ
た
金
額
が
確
認
で
き
る
書

住民税住民税の
申告相談が
始まります

平
成
21
年
度「
住
民
税
の
申
告
相
談
」

が
２
月
９
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
必
要

な
書
類
等
を
持
参
し
て
、
指
定
さ
れ
た

日
時
に
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
町

か
ら
の
通
知
書
は
代
表
し
て
世
帯
主
に

送
付
し
て
い
ま
す
が
、
所
得
の
あ
る
方

全
員
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
告
さ
れ
た
所
得
に
つ
い
て
は
町
県

民
税
だ
け
で
な
く
国
保
税
の
所
得
割
課

税
の
対
象
や
他
の
保
険
料
の
基
礎
と
な

る
も
の
で
す
。
所
得
の
状
況
を
よ
く
知

っ
て
い
る
方
が
申
告
し
て
、
納
得
の
い

く
課
税
と
な
る
よ
う
申
告
相
談
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

□受付期間　
２月９日（月）～３月16日（月）
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月　

日

相
談
受
付
対
象
地
区

会
場
・
時
間
等

３
月
／

４
日
（
水
）
小
竹
花
、
中
下
村
、
上
村

会
場
：
役
場 

大
会
議
室

時
間
：
９
時
15
分
〜
12
時

　
　
　

13
時
〜
16
時

５
日
（
木
）
坂
本
、
大
野
地
、
横
岡

６
日
（
金
）
海
老
沢

８
日
（
日
）
全
町

９
日
（
月
）
全
町

10
日
（
火
）
全
町

11
日
（
水
）
全
町

12
日
（
木
）
全
町

13
日
（
金
）
全
町

16
日
（
月
）
全
町

【問い合わせ】
井川町役場

総務課　税務班
電話（874）4414
有線  4500

類
・
領
収
書

◇
生
命
（
地
震
）
保
険
料
控
除

・
20
年
分
の
控
除
証
明
書

◇
医
療
費
控
除

・
20
年
中
に
医
療
機
関
に
支
払
っ

た
金
額
が
確
認
で
き
る
領
収
書

な
ど

・
高
額
医
療
費
給
付
金
や
医
療
保

険
か
ら
の
受
給
が
あ
っ
た
場
合

は
、
そ
の
金
額
を
確
認
で
き
る

書
類

◇
配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除

・
配
偶
者
・
扶
養
控
除
対
象
者
に

収
入
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の

人
の
20
年
中
の
収
入
金
額
が
分

か
る
書
類
・
源
泉
徴
収
票
な
ど

◇
障
害
者
控
除

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
な
ど

◇
そ
の
他
の
所
得
控
除

・
所
得
控
除
の
内
容
を
証
明
ま
た

は
確
認
で
き
る
書
類
な
ど

【
農
業
を
営
ん
で
い
る
方
の
場
合
】

収
入
・
支
出
の
帳
簿
及
び
そ
の

根
拠
と
な
る
帳
票
・
領
収
書
等
を

準
備
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
農
協
等
か
ら
農

産
物
販
売
金
額
及
び
転
作
に
関
す

る
補
助
金
、
拠
出
金
が
記
載
さ
れ

た
証
明
書
を
か
な
ら
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

平成21年1月1日現在で
井川町に住んでいましたか？

平成20年中に収入がありましたか？

その収入は農業によるものですか？

税務署に確定申告をしますか？

申告が必要です 申告する必要はありません

収入は給与所得のみで、勤務先から井川町
に給与支払報告書が提出されていますか？

収入は公的年金によるものだけですか？
いいえ

はい

はい

いいえ

いいえ はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ はい

年金収入の合計額は、
103万円以下ですか？

（昭和19年1月1日以前に
生まれた方は153万円以下）

はいいいえ

わたしは住民税の申告が必要ですか？

※
会
場
で
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
申
告
相
談
対
象
町
内

を
指
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
時
間

帯
に
よ
っ
て
は
お
待
ち
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇秋田北税務署からのお知らせ◇

■秋田北税務署では、東北税理士会秋田北支部
の協力により、「税理士にる無料相談」を下
記のとおり行います。

　□秋田市役所土崎支所会場
　　2月25日（水）～２月27日（金）
　□男鹿市船越公民館会場（男鹿市役所船越出張所）
　　２月25日（水）～２月27日（金）

【問い合わせ】　秋田北税務署　
　　　　　　　電話０１８（８４５）１１６１

■東北税理士会秋田北支部では、支部独自の「確
定申告無料相談」を行います。

　□秋田市役所土崎支所
　　２月24日（火）

【問い合わせ】　東北税理士会秋田北支部事務局
　　　　　　　電話０１８（８３２）２３３１
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【
感
謝
状
】

▼
退
職
団
員

小
林　

浩
次
（
元
分
団
長
）

湊　
　

雄
孝 

（
元
分
団
長
）

猿
田　

勇
（
元
分
団
長
）

伊
藤　

悟
（
元
班
長
）

【
秋
田
県
知
事
表
彰
】

▼
有
功
章

第
１
分
団 

副
分
団
長 

中
道　

正
信

第
１
分
団 

部
長 

伊
藤　

俊
博

▼
永
年
勤
続
章
（
35
年
以
上
勤
続
）

第
５
分
団 

分
団
長 

鈴
木　

稔

第
７
分
団 

分
団
長 

升
屋　

重
蔵

▼
永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
勤
続
）

第
６
分
団 

分
団
長 

伊
藤　

春
雄

第
４
分
団 

分
団
長 

畠
山　

俊
幸

▼
永
年
勤
続
章
（
25
年
以
上
勤
続
）

第
７
分
団 

部
長 

工
藤　

昌
昭

第
２
分
団 

部
長 

石
川
與
志
秋

▼
永
年
勤
続
章
（
20
年
以
上
勤
続
）

第
８
分
団 

班
長 

二
田　

一

第
８
分
団 

団
員 

武
塙　

喜
一

【
井
川
町
長
表
彰
】

16
年
間
無
火
災
表
彰　

第
６
分
団

８
年
間
無
火
災
表
彰　

第
５
分
団

７
年
間
無
火
災
表
彰　

第
２
分
団

７
年
間
無
火
災
表
彰　

第
３
分
団

５
年
間
無
火
災
表
彰　

第
４
分
団

５
年
間
無
火
災
表
彰　

第
８
分
団

４
年
間
無
火
災
表
彰　

第
１
分
団

【
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

▼
勤
続
章

（
10
年
以
上
勤
続
し
、
成
績
優
秀
で
あ
る
者
）

第
５
分
団 
班
長 

渡
部　

一
幸

第
１
分
団 
団
員 

森
田　

昌
宏

第
１
分
団 

団
員 

中
道　

喜
仁

第
４
分
団 

団
員 

鷲
谷　

正
一

第
２
分
団 

団
員 

畠
山　

透

第
２
分
団 

団
員 

松
田　

総

第
６
分
団 

団
員 

石
井　

智

【
秋
田
県
消
防
協
会
男
鹿
南
秋
支
部
表
彰
】

▼
七
年
勤
続
団
員

第
４
分
団 

団
員 

鷲
谷　

直
樹

第
６
分
団 

団
員 

湊　
　

幸
一

第
７
分
団 

団
員 

齋
藤　

一
彦

▼
優
良
消
防
団
員

本
部
団 

団
員 

渡
部　

孝
夫

第
１
分
団 

団
員 

伊
藤　

和
広

第
２
分
団 

団
員 

伊
藤　

渉

第
７
分
団 

団
員 

菅
生　

聖
喜

第
７
分
団 

団
員 

斎
藤　

真
実

第
４
分
団 

団
員 

鷲
谷　

貴
也

第
１
分
団 

団
員 

伊
藤　

誠

第
２
分
団 

団
員 

加
藤　

正
樹

第
３
分
団 

団
員 

湊　
　

康
喜

第
４
分
団 

団
員 

畠
山　

正
博

第
５
分
団 

団
員 

遠
間　

卓

第
５
分
団 

団
員 

伊
藤　

勲

（
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

井
川
町
消
防
団
出
初
式

平
成
21
年
井
川
町
消
防
団
出
初
式
が

１
月
４
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
行
わ
れ
、
分
団
旗
を
掲
げ
た

各
分
団
員
と
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
が
、

町
長
の
観
閲
を
受
け
な
が
ら
堂
々
と
分

列
行
進
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
長
期
勤
続
団
員
や
消
防

活
動
に
尽
力
さ
れ
た
方
・
団
体
に
感
謝

状
・
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
続
い

て
齋
藤
町
長
が
「
設
備
や
機
械
等
の
災

害
対
応
力
は
格
段
に
進
歩
し
て
い
る

が
、
い
ざ
大
災
害
と
い
う
と
き
に
頼
り

に
な
る
の
は
や
は
り
消
防
団
の
力
。
町

民
の
安
心
安
全
に
向
け
て
町
は
最
大
の

努
力
を
続
け
る
が
、
消
防
団
は
そ
の
中

核
と
な
る
。
地
域
の
安
心
安
全
、
無
火

災
に
向
け
て
日
常
的
な
活
動
に
一
層
尽

力
い
た
だ
き
た
い
」
と
激
励
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。
最
後
に
消
防
団
員
全
員

で
決
意
表
明
文
を
読
み
上
げ
、
町
民
の

信
頼
に
応
え
る
べ
く
、
誓
い
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
、
下
記

の
と
お
り
で
す
。
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臨
時
議
会

臨
時
議
会

提
出
案
件
要
旨

昨
年
の
米
国
の
金
融
危
機
に
端
を

発
し
た
世
界
的
な
金
融
不
安
は
、
実

体
経
済
へ
の
影
響
が
顕
著
と
な
り
、

業
績
の
悪
化
や
消
費
低
迷
等
、
ま
す

ま
す
深
刻
化
し
て
き
ま
し
た
。

日
銀
秋
田
支
店
が
１
月
に
発
表
し

た「
県
内
金
融
経
済
概
況
」で
は
、「
県

内
景
気
は
速
い
ペ
ー
ス
で
悪
化
し
て

お
り
、
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
」
と
さ
れ
、
小
幅
な
が
ら
下
方
修

正
さ
れ
ま
し
た
。

国
に
お
い
て
は
、
こ
の
未
曾
有
の

危
機
に
対
し
て
追
加
の
経
済
対
策
を

取
り
ま
と
め
、
金
融
安
定
化
や
中
小

企
業
等
に
対
す
る
緊
急
保
証
、
金
融

支
援
措
置
を
講
じ
、
ま
た
、
耐
震
対

策
等
の
防
災
対
策
、
雇
用
や
生
活
、

子
育
て
支
援
等
の
生
活
対
策
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
等
、
地
方
活
性
化
の
総
合

的
な
対
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

町
は
、
当
面
の
対
策
と
し
て
町
民

の
雇
用
に
対
す
る
影
響
や
生
活
実
態

に
基
づ
い
た
相
談
活
動
を
行
う
と
と

も
に
町
内
中
小
企
業
に
対
す
る
支
援

策
と
、
就
学
中
の
高
校
生
や
進
路
に

つ
い
て
考
え
て
い
る
世
帯
に
対
す
る

支
援
措
置
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

井
川
町
中
小
企
業
振
興
基
金

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

中
小
企
業
の
振
興
を
図
り
、
設
備

の
近
代
化
や
経
営
改
善
の
た
め
の
資

金
の
融
資
を
円
滑
に
す
る
た
め
「
井

川
町
中
小
企
業
振
興
基
金
」を
設
置
。

■
基
金
の
額　

６
、０
０
０
万
円

融
資
取
扱
い
金
融
機
関
に
預
託

し
、
融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
円
滑
に

す
る
。

■
基
金
の
取
り
崩
し

①
秋
田
県
信
用
保
証
協
会
と
締
結

す
る
保
証
料
の
補
給
に
充
て
る

と
き

②
商
工
振
興
、
中
小
企
業
の
振
興

に
充
て
る
と
き

井
川
町
中
小
企
業
振
興
融
資
斡
旋

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
中
小
企

業
者
に
小
規
模
企
業
者
を
加
え
る
。

①
１
企
業
に
つ
い
て
貸
付
枠
を

５
０
０
万
円
か
ら
１
、０
０
０
万

円
に
拡
大

②
貸
付
期
間
を
５
年
か
ら
10
年
に
延
長

③
低
利
（
０
・
２
％
程
度
低
い
）
な

小
規
模
企
業
者
向
け
融
資
を
新
た

に
設
定

井
川
町
奨
学
基
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

奨
学
金
貸
与
対
象
に
、「
高
等
学

校
生
」
を
加
え
、
貸
与
目
的
に
「
入

学
金
等
」
を
追
加
。

■
拡
大
の
内
容

　

高
校
生　

　
　

月
額
１
万
５
千
円

　

大
学
等
入
学
時　

　
　
　

30
万
円

　

高
校
等
入
学
時　

　
　
　

10
万
円

※
詳
細
は
11
頁
に
記
載

井
川
町
一
般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
６
、３
０
０
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
28
億
３
、７
４
０
万
円

と
す
る
。

■
歳
出
の
内
容

中
小
企
業
振
興
基
金
積
立
金

６
、０
０
０
万
円
の
追
加

奨
学
基
金
積
立
金

３
０
０
万
円
の
追
加

専
決
処
分
し
た
事
件

（
井
川
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
）

健
康
保
険
法
施
行
令
が
改
正
さ

れ
、
平
成
21
年
１
月
１
日
か
ら
、
財

団
法
人
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
が

運
営
す
る
産
科
医
療
補
償
制
度
に
加

入
す
る
医
療
機
関
（
秋
田
県
内
は
全

医
療
機
関
が
加
入
）
に
お
い
て
出
産

す
る
場
合
は
、
現
行
35
万
円
の
出
産

一
時
金
に
３
万
円
を
加
算
。
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中
下
村
の
北
嶋
ク
ニ
さ
ん
が
新
年

早
々
に
満
百
歳
と
な
っ
た
。
仕
事
始

め
の
五
日
、
自
宅
へ
伺
っ
た
が
す
こ

ぶ
る
元
気
な
〝
素
晴
ら
し
き
百
歳
〞

だ
っ
た
。
あ
い
さ
つ
も
そ
こ
そ
こ
に

「
お
や
、あ
ん
た
は
上
村
の
・・・
」
と
、

同
行
し
た
町
民
課
の
伊
藤
則
子
さ
ん

を
憶
え
て
い
る
の
に
ま
ず
ビ
ッ
ク

リ
。
隣
接
町
内
と
は
い
え
、
五
十
歳

近
い
年
齢
差
を
も
の
と
も
し
な
い
記

憶
力
に
舌
を
巻
く
想
い
だ
っ
た
。
更

に
、
広
報
担
当
の
半
田
秀
人
君
を
田

中
の
半
田
文
四
郎
さ
ん
の
孫
で･･･

と
紹
介
す
る
や
「
あ
ー
、
産
婆
さ
ん

の
」
と
即
座
に
理
解
。
ま
た
ま
た
明

晰
な
頭
脳
に
圧
倒
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
十
指
に
余
る
百
歳
の
人

と
会
っ
て
、
そ
の
つ
ど
百
年
を
生
き

抜
い
た
こ
と
に
対
す
る
畏
敬
と
感
動

の
念
を
抱
い
て
き
た
。
そ
れ
は
確
か

だ
が
、
百
歳
は
特
別
な
人
と
い
う

〝
常
識
〞
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
る
の
は

失
敬
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
ー
北
嶋

さ
ん
の
話
を
伺
い
な
が
ら
ふ
と
思
っ

た
。
北
嶋
さ
ん
が
言
う
に
は
「
死
ん

た
け
仕
事
を
し
て
も
、
大
病
し
て
も

死
な
な
か
っ
た
。死
ん
だ
時
が
寿
命
。

若
く
し
て
死
ん
だ
と
し
て
も
、
そ
れ

が
寿
命
だ
」
と
、
さ
ら
り
と
言
う
の

だ
っ
た
。
百
歳
の
人
の
言
は
重
さ
が

違
い
、
成
程
と
納
得
さ
せ
ら
れ
る
と

同
時
に
百
歳
は
特
別
な
人
で
は
な
い

ん
だ
よ
、
と
も
聴
こ
え
た
。

現
在
、
日
本
で
百
歳
以
上
の
長
寿

者
は
三
万
六
千
人
余
。
統
計
上
で
の

話
だ
が
女
性
は
五
十
一
人
に
一
人
が

百
歳
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
そ
う

だ
。
元
気
な
百
歳
で
は
双
子
姉
妹
の

キ
ン
さ
ん
、
ギ
ン
さ
ん
の
印
象
は
強

烈
だ
が
、
現
役
で
活
躍
し
て
い
る
人

も
数
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。
九
十
七
歳

で
現
役
医
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

日
野
原
重
明
聖
路
加
病
院
理
事
長
は

「
老
い
と
は
衰
弱
で
は
な
く
、
成
熟

す
る
こ
と
で
す
」
と
言
っ
て
い
る
。

北
嶋
さ
ん
の
話
を
伺
い
な
が
ら
、
こ

の
言
を
ま
さ
に
体
現
し
て
い
る
と
実

感
で
き
た
。

年
末
か
ら
新
年
明
け
に
か
け
て
老

人
ク
ラ
ブ
の
忘
年
会
や
新
年
会
、
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
の
激
励
会
で
多
く

の
元
気
な
方
々
に
会
う
こ
と
が
で
き

た
。
八
十
歳
前
後
の
方
々
も
多
か
っ

た
が
、
つ
た
な
い
町
政
報
告
に
耳
を

か
た
む
け
、
質
問
や
町
政
の
評
価
、

要
望
も
い
た
だ
い
た
。美
声
の
披
露
、

産
業
祭
で
入
賞
し
た
料
理
が
振
舞
わ

れ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
い
集
い

だ
っ
た
。
百
歳
の
北
嶋
さ
ん
は
も
と

よ
り
、
大
先
達
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い

た
力
で
今
年
も
安
全
、
安
心
な
町
づ
く

り
に
精
一
杯
の
努
力
を
続
け
た
い
。



裁
判
員
制
度
施
行
元
年

裁
判
員
制
度
施
行
元
年

い
よ
い
よ
今
年
の
５
月
21
日
か
ら
、
裁
判
員
制
度

が
始
ま
り
ま
す
。

裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
方
に
は
す
で

に
「
通
知
書
」
が
届
い
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

「
裁
判
員
っ
て
何
す
る
ん
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
る

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
裁
判

員
の
役
割
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

 

裁
判
員
の
役
割

１　

法
廷
で
の
審
理
に
立
ち
会
う
こ
と

裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
、
裁
判
官
と

一
緒
に
、
刑
事
裁
判
の
法
廷
に
立
会
い

ま
す
。
法
廷
で
は
、裁
判
長
に
よ
る「
起

訴
状
朗
読
」
や
、
被
告
人
・
弁
護
人
の

言
い
分
を
聞
く
「
罪
状
認
否
」、
検
察

官
・
弁
護
人
が
双
方
の
立
場
で
事
実
関

係
に
つ
い
て
主
張
す
る
「
冒
頭
陳
述
」、

証
拠
や
証
人
な
ど
の
取
調
べ
、
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。

◆
具
体
的
に
は
ど
ん
な
事
件
の
裁
判
に

立
ち
会
う
の
？

対
象
と
な
る
事
件
は
、
殺
人
、
強
盗

致
死
傷
、
現
住
建
造
物
放
火
な
ど
の

一
定
の
重
大
な
事
件
で
す
。

◆
法
律
を
知
ら
な
く
て
も
判
断
で
き
る
？

特
に
法
律
の
知
識
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
必
要
な
と
き
は
裁
判
官
が
丁
寧

に
説
明
を
い
た
し
ま
す
。

２　

評
議
、
評
決
を
行
う
こ
と

法
廷
で
取
り
調
べ
た
証
拠
を
も
と

に
、
被
告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪

だ
と
し
た
ら
ど
ん
な
刑
に
す
る
べ
き
か

を
、裁
判
官
と
一
緒
に
議
論（
評
議
）し
、

決
定
（
評
決
）
し
ま
す
。

議
論
を
尽
く
し
て
も
全
員
の
意
見
が

一
致
し
な
い
場
合
、
評
決
は
多
数
決
に

よ
り
行
わ
れ
ま
す
。
有
罪
か
無
罪
か
、

有
罪
の
場
合
に
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る

か
に
つ
い
て
の
裁
判
員
の
意
見
は
、
裁

判
官
と
同
じ
重
み
を
持
ち
ま
す
。

た
だ
し
、
裁
判
員
だ
け
に
よ
る
意
見

で
は
、
被
告
人
に
不
利
な
判
断
を
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
裁
判
官
と
裁
判
員
の

双
方
の
意
見
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

◆
評
議
で
は
何
を
話
せ
ば
い
い
の
？

議
論
の
流
れ
の
な
か
で
気
付
い
た
疑

問
、
問
題
点
な
ど
を
自
由
に
お
話
く

だ
さ
い
。

◆
必
ず
意
見
を
言
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
？

法
律
上
、
裁
判
員
は
評
議
の
際
に
意

見
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
つ
の
結
論
を
出
す

た
め
に
は
、
裁
判
員
と
裁
判
官
が
そ

れ
ぞ
れ
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
不

可
欠
だ
か
ら
で
す
。

他
の
裁
判
員
か
ら
別
の
意
見
が
出
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
を
聞
い
て
「
な
る
ほ
ど
」
と
思
っ

た
と
き
な
ど
は
意
見
を
変
え
る
こ
と

も
自
由
で
す
。

３　

判
決
の
宣
告
に
立
ち
会
う
こ
と

裁
判
の
内
容
が
決
ま
る
と
、
法
廷
で

判
決
の
宣
告
が
さ
れ
ま
す
。裁
判
員
は
、

判
決
の
宣
告
に
立
ち
合
い
、
裁
判
員
と

し
て
の
仕
事
を
終
え
ま
す
。

裁判員制度についての情報は、
裁判員制度ウェブサイト

http://www.saibanin.courts.go.jp

に記載されています。
ぜひご覧ください。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

秋
田
家
庭
裁
判
所
総
務
課

　

電
話
０
１
８
（
８
２
４
）
３
１
２
１
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街 のいい顔のいい顔　　み～つけた！み～つけた！

2月の公民館行事
～みんなと楽しく活動してみませんか～

「秋田県蔵書検索ネットワーク」

  県立図書館の本を町公民館で借りることができます。
《利用の仕方》
①お探しの本が公民館図書室にない場合、職員にお尋
ねください。

②職員がコンピュータで県立図書館の蔵書を検索します
③希望の本が見つかり、貸し出し可能の場合は、申し
込みから３日程度で町公民館に届きます。

④読み終わったら公民館に返却してください。
◆送料の負担はありません。
◆問い合わせ
町公民館または県立図書館企画協力担当
（TEL８６６－８４００）

※井川町公民館（ＴＥＬ ８７４－４４２２)
　　　　　　　（有 線   ４４０６ ）

父と子の体験活動
親子スキー教室

■と　き：２月 15 日（日）午前８時 
■会　場：阿仁スキー場  
■内　容：町スキー連盟指導員がスキーを指導
■会　費：なし　但しリフト等を使用の場合は実費負担。
■対　象：父と子（母等でも可）
■募集人数：30 人
■持ち物：スキー用具・ウェアー等、着替え
　※スキーをお持ちでない方はご相談ください。
申込み：２月 10日（火 ) まで公民館へ申し込んで下さい。

☆日 時　２月８日（日）午前 9時 15分～ 12時
☆場 所　赤沢山スキー場
☆内容・日程
 9：15 オープニング（和太鼓サークル演奏 他）
 9：00 スキー教室、ソリ大会参加者受付
 9：45 スキー教室
  （町スキークラブ指導員が指導）
 9：45 お宝ボール（先着40人）
 10：00 馬そり・スノーモービル体験
 10：15 そり大会 （肥料袋等で滑る）
 10：45 もちつき体験　
 10：00～ 玉こんにゃく、甘酒販売
 11：00～ おもち、うどん販売
☆食券（玉こんにゃく、甘酒、おもち、うどんセッ
ト 200 円）は、各町内の育成会または町公民館で
取り扱っています。２月６日までにお求めくださ
い。
★会場の変更　積雪がない場合は、会場を町民体育
館に変更します。その場合、内容が一部変更にな
ります。

★日 時　２月 16日（月）～３月 29日（日）
★会 場　午前８時 30分～午後５時
★場 所　井川町公民館　エントランスホール

　四季折々の花や風景を題材とした絵と、ご自身の
思いを綴った詩が、多くの人の心をとらえ、感動を
呼んでいます。ぜひ、ご覧ください。

2
月
の

公
民
館
活
動

教室・講座 開 催 日 時 会　　場

いかわ元気アップ塾 毎週火曜日 10：00 町民体育館

いい汗流そう！健康づくり 毎週木曜日10:00、19：00 町民体育館

井川高齢大学（院） 23日（金） AM9：30 公 民 館

太　極　拳　教　室 毎週金曜日 10：00

教室・講座 開 催 日 時 会　　場

和太鼓サークル 10日、24日（土） PM3：00 公 民 館

英 会 話 教 室
毎週水曜日
　初級 PM6：30
　中級 PM7：30

公 民 館

7

会場は、6日が公民館、13日・20日・27日が浜井川地区集会所となります。



日常生活でのエコを考える

平成20年度きらめき女性のつどい
井川町婦人会主催による「きらめき女性の

つどい」が開かれ、会場の農村環境改善セン
ターには約 90人の女性が集いました。
今回は「日常生活の中で省エネできる取り

組みについて」と題して、環境省環境カウン
セラーの朝倉孝子氏が講演。環境に配慮しつ
つ各家庭で簡単に無理なく実践できるエコに
ついて学び合いました。

１/16
太極拳で健康に

太極拳教室
農村環境改善センターでこの日、約 30名

が参加し太極拳教室が開催されました。
独得のゆったりとした中国音楽が流れるな

か、参加者達は姿勢や呼吸を意識しながら、
無理のないゆっくりとした動きで心身ともに
リフレッシュしているようでした。
この教室は坂本町内の伊藤良子さんの指導

で毎週金曜日に行われます。

1/25
井川町新春囲碁・将棋大会

（会場：農村環境改善センター）

【囲碁の部】１位　渡部　昇悦（新　間）
２位　細川　隆文（街　道）
３位　伊藤　重勝（今　戸）

〔参加者８人〕
【将棋の部】１位　田中　正悦（スズキ部品・潟上）

２位　猿田　修一（スズキ部品・五城目）
３位　小武海清熙（羽　立）

〔参加者 ５人〕

さくらアイスで合格祈願

井川中学校３年生
受験を目前に控えた中学３年生に今年も

（有）佐々木商事より合格祈願として「さく
らアイス」が贈られました。勉強で頭がいっ
ぱいになっている受験生に少しでもリラック
スしてもらおうと平成 18年に始められ今年
で４回目。「合格味」のさくらアイスをおい
しそうに頬張った生徒たちは、気持ちも新た
に全員合格を誓い合っていました。
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第22回柔道スポーツ少年団交流鏡開き大会（町民武道館）

　

【団体の部】（６チーム参加）

　　優　勝　　天王柔道スポーツ少年団

　　準優勝　　井川町柔道スポーツ少年団

【個人の部】

　　４年　　第３位　　小沼美沙樹（さくら）

　　５年　　優　勝　　澤橋　海斗（羽　立）

　　　　　　第３位　　貝田　伊織（街　道）

　　６年　　優　勝　　渡部　悦史（新　間）

第45回全町バスケットボール大会（町民体育館）

【男子の部】　優　勝　えのき
　                  ２　位　井川クラブ

【女子の部】   優　勝　ママさんパラダイス
　　　            ２　位　井中１年バスケットボール部

【スリーポイント男子】鷲谷直人（井川中）

【フリースロー男子】2０代・鷲谷泰樹（海老沢）
　30代・半田秀人（田中）/40代・鷲谷博成（海老沢）
　50代以上・半田俊毅（田中）

【スリーポイント女子】鈴木愛美（井川中）

【フリースロー女子】中学生･鈴木しおり(井川中）
　　　　　　　　　　　一般･森田陽子（小今戸）

スポーツの結果ですスポーツの結果です

北嶋クニさん100歳おめでとう

中下村町内の北嶋クニさん（世帯主：北嶋
孝昭さん）が満 100 歳の誕生日を迎えられ
ました。１月５日、町長が北嶋さん宅を訪れ、
町からの記念品を手渡しました。
北嶋さんは明治 42年１月４日生まれ、昭

和２年、18歳のときに井川町に嫁がれ２人
の子どもをもうけられました。現在は二女と
お孫さん夫婦の４人暮らし。「今でもわから
ないことはおばあさんに聞く」と家族が話す
ほどしっかりとしていて若々しいクニさん。
記念撮影の際も「ほんとだば歯入れてればも
っときれいなんだどもなぁ」と話しみんなを
笑わせていました。食べ過ぎることはなく食
事は常に腹八分目、物事をくよくよ考えずに
明るい性格、これが長生きの秘訣のようです。

これからもお元気でますます長生きしてく
ださい。
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こ
れ
ま
で
、
役
場
か
ら
の
支
払
い
は
、
ほ

と
ん
ど
の
場
合
、
銀
行
や
農
協
、
信
用
金
庫

等
へ
の
口
座
振
替
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

１
月
５
日
か
ら
は
「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便

局
）」
の
口
座
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
が
他

の
銀
行
等
金
融
機
関
と
の
相
互
送
金
可
能
に

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

役
場
か
ら
の
支
払
い
を
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で

受
け
る
た
め
に
は
、
従
来
の
口
座
番
号
で
は

振
り
込
み
で
き
な
い
た
め
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

が
新
た
に
用
意
し
た
「
専
用
番
号
」
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
そ
の
専
用
口
座
番
号
を
役
場

に
届
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
振
り
込
み
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

専
用
番
号
は
郵
便
局
窓
口
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
、
お
持
ち
の
郵
便
預
金
通
帳
を
窓

口
に
持
参
す
る
と
記
帳
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
近
く
の
郵
便
局
ま
た
は
役
場

出
納
室
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
出
納
室

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
２
／
有
線
４
５
０
２

役
場
か
ら
の
お
支
払
い

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
も
受
け
ら
れ
ま
す

町
で
は
次
に
よ
り
、
秋
田
県
知
事
選
挙
事

務
に
従
事
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
待
遇　

日
給
５
、
２
０
０
円
／
８
時
間
勤
務

　

健
康
保
険
、
社
保
、
厚
生
年
金
等　

な
し

■
職
務
内
容

・
選
挙
事
務
全
般

・
パ
ソ
コ
ン
の
出
来
な
い
方
で
も
結
構
で
す

が
、
ワ
ー
ド
ま
た
は
エ
ク
セ
ル
等
を
使
用
で

き
る
方
は
履
歴
書
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

・
場
合
に
よ
っ
て
は
立
会
人
を
お
願
い
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
募
集
人
数　

１
名

■
勤
務
時
間

・
３
月
18
日
〜
26
日
、
４
月
13
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

・
選
挙
期
間
中
の
３
月
27
日
〜
４
月
11
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

　

期
間
中
は
土
・
日
も
含
め
て
出
勤
で
き
る
方

■
応
募
期
間　

２
月
10
日
〜
２
月
20
日

※
申
し
込
ま
れ
る
方
は
履
歴
書
を
添
え
て
役

場
総
務
課
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
総
務
課

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
１
／
有
線
４
５
７
７

町
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

チェックしましょう！　あなたの介護サービス

高齢者のからだの状態は日々変化していきます。利用している介護サービス
の質・量・内容などが自分の今の状況にあっているかどうかを定期的にチェッ
クして、より良いサービス利用をめざしましょう。

サービスの内容について
□要介護度にあったサービスが提供
されていますか？

□サービスが自立した生活を目指す
のに役立っていますか？

□福祉用具や住宅改修で行動範囲は
広がっていますか？

□生活にメリハリがつけられるサー
ビスの組み合わせですか？

自分や家族の意見・要望について
□困っていることに対して、適切な
サービスが受けられていますか？

□家族の意見や家庭環境などを踏ま
えたサービス内容ですか？
サービスの効果について

□サービス利用によって、自分の生
活は改善されていますか？

□サービス利用によって、家族の負
担は軽減されていますか？

サービスの種類・回数について
□サービスの利用自体が心身の負担
になっていませんか？

□利用する曜日や時間帯は生活リズ
ムに合っていますか？

□サービス回数が多すぎたり、少な
すぎたりしていませんか？
事業者の対応について

□契約をしたときの内容が、きちん
と守られていますか？

□健康状態の変化など状況に応じた
対応がなされていますか？

□サービスの日時や担当者、内容の
変更などの希望に対して、納得の
いく対応がなされていますか？

問題のある項目があれば、事業者やケ
アマネージャー、地域包括支援セン
ターなどに相談してみましょう。
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２ 月

役場の電話番号・メールアドレス
URL http://www.town.ikawa.akita.jp/

ホームページに関すること
webmaster@town.ikawa.akita.jp

くらしの

情報

総務課

総　　　務　　　班
soumu@town.ikawa.akita.jp 874-4411

税　　　務　　　班
zeimu@town.ikawa.akita.jp 874-4414

町民課

町　民　生　活　班
tyoumin@town.ikawa.akita.jp 874-4416

健　康　福　祉　班
kenkou@town.ikawa.akita.jp 874-4417

産業課

産　業　振　興　班
sangyou@town.ikawa.akita.jp 874-4418

農　業　委　員　会
nougyou@town.ikawa.akita.jp 874-4419

建　　　設　　　班
kensetu@toun.ikawa.akita.jp 874-4420

水　　　道　　　課
suidou@town.ikawa.akita.jp 874-4421

出　　　納　　　室
suitou@town.ikawa.akita.jp 874-4412

教　育　委　員　会
kyouiku@town.ikawa.akita.jp 874-4424

公　　　民　　　館
（農村環境改善センター） 874-4422

議　会　事　務　局
gikai@town.ikawa.akita.jp 874-4425

◇役場窓口業務の時間延長◇
毎週火曜・水曜日は午後７時ま
で住民票、印かん証明書の発行
等の窓口業務を行っています。



町
奨
学
基
金
制
度
を
拡
大

新
た
に高

校
生　

月
額　
　

１
５
、０
０
０
円

大
学
等
入
学
時　

３
０
０
、０
０
０
円

高
校
等
入
学
時　

１
０
０
、０
０
０
円

町
で
は
、
教
育
振
興
と
住
民
福
祉
の
一
環

と
し
て
有
用
な
人
材
の
育
成
と
進
学
な
ど
の

就
学
に
よ
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目
的
に

奨
学
金
を
無
利
子
で
お
貸
し
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
の
大
学
、
短
期
大
学
、
専
門

学
校
生
に
加
え
、
高
校
生
に
も
貸
与
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
月
額
の
貸
与
に
加

え
大
学
、
高
校
等
の
入
学
時
の
貸
与
も
新
設

し
ま
し
た
。

■
対
象
と
な
る
方

井
川
町
住
民
の
子
弟
で
あ
っ
て
、
大
学
、

短
期
大
学
、
専
門
学
校
、
高
等
学
校
等
に

在
学
し
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方
。

①
品
行
方
正
、
学
業
成
績
優
良
で
あ
る
こ
と

②
経
済
的
理
由
な
ど
に
よ
り
学
費
の
支
弁
が

困
難
な
方

③
他
の
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
な
い
方

■
貸
与
額

大
学
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校
生

自
宅
外
通
学　

月
額 

３
５
、０
０
０
円

自
宅
通
学　
　

月
額 

２
５
、０
０
０
円

入
学
初
年
度　
　

 

３
０
０
、０
０
０
円

高
校
生
等月　

額　
　
　
　

１
５
、０
０
０
円

入
学
初
年
度　

１
０
０
、０
０
０
円

■
貸
与
期
間

　

奨
学
生
が
在
学
す
る
正
規
の
就
学
期
間

■
申
請
に
必
要
な
書
類
等

①
奨
学
金
貸
与
申
請
書

②
学
校
長
の
推
薦
書
及
び
学
業
成
績
証
明
書

③
在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
許
可
書（
写
し
）

④
保
証
人
及
び
保
護
者
家
族
調
書

⑤
申
請
者
の
住
民
票
謄
本

⑥
世
帯
お
よ
び
連
帯
保
証
人
の
所
得
証
明
書

※
継
続
し
て
申
請
す
る
場
合
は
、
省
略
で
き

る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
み
の
受
付
期
限

　
【
前
期
】
平
成
21
年
４
月
10
日
（
金
）

　
【
後
期
】
平
成
21
年
９
月
10
日
（
木
）

■
返
還
方
法

①
卒
業
し
た
と
き
、
奨
学
金
の
貸
与
契
約
が

解
除
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
月
の
翌
月
か

ら
貸
与
を
受
け
た
月
数
の
２
倍
の
月
数
内

に
月
賦
で
返
還
と
な
り
ま
す
。（
無
利
子
）

②
月
額
貸
与
及
び
入
学
金
等
の
貸
与
を
受
け

た
場
合
は
、
①
に
12
ヵ
月
を
加
算
し
た
期

間
と
し
ま
す
。

③
入
学
金
等
の
み
の
貸
与
を
受
け
た
場
合
は

24
ヶ
月
以
内
で
の
償
還
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
井
川
町
教
育
委
員
会

電
話
（
８
７
４
）
４
４
２
４
／
有
線
４
５
３
８

指名参加願の提出･受付は
２月末日まで

町では平成21・22年度一般競争
(指名競争)参加資格申請の受付を
行います。

■受付期間
2月 1日 (日 )～ 2月28日 (土 )

（郵送でも可）

■提出書類
国土交通省または県統一様式
(Ａ４ファイルとじ )納税証明
書 (未納額のないもの )を添付
すること

■受付窓口
井川町役場 総務課まで
電話０１８(８７４)４４１１
有線４５６２

国
民
年
金
窓
口
か
ら

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
す
べ
て
の
人
は
「
国
民
年
金
」
に
加

入
し
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

「
年
金
な
ん
て
ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と･･･

」

な
ど
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

国
民
年
金
は
老
後
だ
け
で
な
く
、
病
気
や

怪
我
で
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
場
合
に
も
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
加
入
の
届
出
や
保
険
料
の
納
付

を
忘
れ
る
と
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
手
続

き
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課
健
康
福
祉
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
７
／
有
線
４
４
３
２

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す

老
齢
基
礎
年
金
や
老
齢
厚
生
年
金
を
受
給

し
て
い
る
場
合
、所
得
税
法
上
の
「
雑
所
得
」

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

社
会
保
険
庁
で
は
、
こ
れ
ら
の
年
金
を
受

給
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ
、
１
月
下
旬
に
「
公

的
年
金
等
源
泉
徴
収
票
」
を
送
付
し
ま
す
。

こ
の
「
公
的
年
金
等
源
泉
徴
収
票
」
に
は
、

平
成
20
年
中
に
支
払
わ
れ
た
年
金
額
・
源
泉

徴
収
税
額
・
扶
養
親
族
等
の
内
訳
な
ど
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
の
際
に
こ
の
源
泉
徴
収
票
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
非
課
税

の
た
め
源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

11



12

「緊急就職大面接会」を開催します

ハローワーク秋田では、人材を求
めている企業と働く先を探している
方のための就職面接会を下記のとお
り開催します。
□日時　２月18日 ( 水）13：30～
□会場　秋田ビューホテル４階
□参加対象
就業場所がハローワーク秋田館内
の求人事業所。仕事をお探しの求
職者、就職未内定の学生

□参加方法
求人事業所は要事前申込。求職者
の方は履歴書持参で直接会場へ

【問い合わせ】ハローワーク秋田
電話 018（８８３）４２６６

秋田県福祉保健人材センターから

～福祉のしごと、はじめませんか～
秋田県福祉保健人材センター（福祉

人材無料職業紹介所）は、
・福祉の仕事に就きたい方と福祉人材
を求めている事業者との橋渡し役
として、県内全域を対象に職業紹
介を行っています。

・インターネット「福祉のお仕事」に
アクセスすると、求人内容や事業
所の情報を得ることができます。
関心のある方はぜひお問い合わせを。
【問い合わせ】(社)秋田社会福祉協議会
秋田県福祉保健人材センター
電話０１８（８６４）２８８０

「秋田県合同就職説明会」開催

□日時　３月18日（水）
　　　　13：00～ 17：00
□会場　秋田ビューホテル
□対象　
平成22年３月に大学・短大・高専・
専修学校等を卒業予定の学生（１
部の企業では平成 21年３月卒業
予定、既卒者、Ａターン希望者も可）

【問い合わせ】秋田県産業経済労働部
電話 018（８８３）４２６６

ベビーマッサージサークル＊ＳＡＫＵＲＡ＊

お子様をお持ちのママさん、みんな
でいっしょにベビーマッサージやお楽
しみイベントに参加してみませんか？
□２月５日（木）ベビーマッサージ
生後２ヶ月～１歳ころまでの赤
ちゃんとママが対象です。

□２月12日（木）キッズマッサージ
１歳ころ～未就園のお子様とママ
が対象です。

□２月19日（木）ママのお茶の会
※いずれも時間は10：30～ 12：00
　場所は井川町健康センターです。
※料金は１回1,000円（オイル・お
しっこシーツ・お茶・お菓子代含む）

安定期に入ったプレママさんの参加も
お待ちしています。
【申込・問い合わせ】
０９０- ２７４５- ９１８６（伊藤）
babymasakura@yahoo.co.jp

スキースクールを開催します

秋田県スキー連盟認定恋地スキー学
校主催による「スキースクール」を開
催します。
初心者・初級者から級別テスト合格

を目指す方まで、レベルに合わせて講
習いたします。
□日時　２月８日（日）
　　　　午前の部10：00～ 12：00
　　　　午後の部13：00～ 15：00
　　　　受付9：30～
　　　　（スキーセンター　レラ）
□会場　たざわ湖スキー場
□対象　小学生以上
□受講料　
事前に事務局までお問い合わせく
ださい。

【申込・問い合わせ】
恋地スキー学校事務局　担当三浦
電話０１８（８７３）６５２８
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　インフルエンザと風邪
インフルエンザも通常の風邪と同じだと

思っている方はいませんか？インフルエン
ザは通常の風邪よりも症状が重く、最悪の
場合、死に至ることもあります。短期間で
大流行を引き起こすのも特徴です。
インフルエンザの予防としては、流行前

に予防接種を受けることですが、予防接種
を受けたから絶対にインフルエンザにかか
らないというわけではありません。外出後
のうがい・手洗い等も心がけるようにしま
しょう。

□インフルエンザの特徴

原　因　インフルエンザウイルス
感染力　感染力が強く、ウイルスが気管の
粘膜で急激に増加する
主な症状　・38度以上の発熱・鼻水・頭
痛、関節痛、筋肉痛などの全身の症状・喉
や胸の痛み・下痢や腹痛
流　行　短期間に膨大な数の人に感染する
その他の特徴
・肺炎などを併発し、重症化することが
多い

・短期間に小児から高齢者まで感染が広
がる

・65歳以上の高齢者での死亡率が高まる

【問い合わせ】井川町健康センター
電話（８７４）３３００／有線 ４４５５

わいわい広場だより

「わいわい広場」さくらっこ「わいわい広場」さくらっこ
☆実施日　　毎週月曜日
☆時　間　　９時30分～11時 30分

■２月の予定
日 内　　容 場所

３日

９日
23 日

いっしょに豆まき会をしよう
地域開放行事（10 時～）

いっしょに遊ぼう
雪遊びしよう

こどもセンター

こどもセンター
健康センター

※申込不要。自由に参加できます。

健康相談・母子健康手帳交付・わいわい広場
月　日 健 診 名 内　　　　容 時間・会場

２月　２日
16日

健 康 相 談 健康・栄養・睡眠に関する相談
9：00～17：00
健康センター母 子 健 康

手 帳 交 付
母子健康手帳・妊婦健康診査受診票の交付
保健指導、栄養指導

３歳児健診
月　日 区 分 対　象　者 受付時間・会場

2月13日
（金）

３ 歳 児
健 診

Ｈ17年６月～９月生まれ
13：00～13：30
健康センター

すくすく学級・乳児健診
月　日 健 診 名 対　象　者 内　　容 受付時間・会場

２月27日
（金）

す く す く
学 級 H20年 11月生まれ

身体計測、保健指導
離乳食について

9：30～9：45
健康センター

乳 児 健 診 H20年2月、4月、7月、
10月生まれ

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00～13：30
健康センター

○健診の時は、問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく
○７ヶ月児は離乳食指導がありますので１時までに受付を済ませてください

予防接種
月　日 区 分 対　象　者 受付時間・会場

 2 月 26日
（木） BCG 接 種 H20年8月24日～H20年11月27日生まれの児 13：30～14：00

井川町診療所

子宮がん・乳がん検診の予約
対象：元号（昭和）の偶数年生まれの方

医療機関 実施日及び受付時間 予約受付先

湖東総合病院で検
診 を 希 望 す る 方 月～土　9時～11時（第２・４土曜日を除く） 病院･福祉活動室

電話875-2100

秋田組合総合病院で
検診を希望する方

月～金　7時45分～8時（検診受付）
【電話予約は毎週月～金曜日の13時～16時まで】

病院･福祉活動室
電話880-3013

食生活改善推進員養成講座
月　日 内　容　・　会　場 時　間

2月 24日（火）
・レクダンス
・講話
・反省会

9：30～12：00
健康センター

親子でいくべ！　わくわく運動会

未就学児とその家族を対象とした競技やショーで楽
しみませんか？日頃の運動不足解消と家族の絆を深め
るチャンスです。

参加無料、内ズック持参でお越しください。
　□日　時　　２月８日（日）　午前 10 時～正午
　□会　場　　男鹿市若美総合体育館
　□対　象　　未就学児とその家族

【問い合わせ】秋田地域振興局福祉環境部
電話０１８（８５５）５１７１
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鷲谷  柚衣さん（海老沢）

救命隊になって１人
でも多くの人を助け
たいです。

三浦  茉純さん（小竹花）

人の役に立つような仕
事をして、人を笑顔に
したいです。

渡邊  芽衣さん（大野地）

みんなの役に立つこと
をして信頼される人に
なりたい。

渡辺  美咲さん（小今戸）

洋服屋になってかわい
い服でみんなのことを
喜ばせたいです。

In America, on February 14th, Americans celebrate 
Valentine's day. Usually,this involves men giving fl owers and 
chocolates to one special lady.Valentine's day symbols include 
hearts, roses, and the color red.Young　children also make 
and give cards to their classmates in elementary school.
Here is an example telephone conversation to order fl owers.
"Hello, this is Sam's Flower Shop, how may I help you?"
"Hi, I want to order roses for Valentine's day. "
"What color? How many? When do you want them?"
"One dozen red roses by tomorrow please. My name is 
Henry."
"Got it. Thank you for choosing our store."
" Thanks, goodbye. "

アメリカでは 2 月 14 日にバレンタインデーを祝いま
す。たいていのこの日、男の人は特別な女の人に花や
チョコレートを贈ります。バレンタインの象徴として
ハートとバラと赤い色があります。小学校では幼い子
どもたちもカードを作りクラスメートに贈ります。こ
こでは花を注文するための電話の会話例を見てみまし
ょう。

「こんにちは、サムズ・フラワーショップです。ご用件
を伺ってよろしいですか？」

「こんにちは、バレンタインデーのバラを注文したいの
ですが」

「何色のバラを何本ですか？いつ受け取りますか？」
「赤いバラを 12 本、明日までにお願いします。私の名
前はヘンリーです」

「分かりました。私どもの店を選んでくださりありがと
うございます」

「ではよろしく。さようなら」

Flowers for Valentine's day
バレンタインデーに花を

14

みんなの
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みんなのひろば

図書カードが当たる

◆今月の問題
(1) 住民税の申告相談が始まるのは何月何日？
(2) 全町バスケットボール大会は今年何回目
だったでしょうか？

◆応募の方法
ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢
を記入してください。

◆あて先
〒018-1596 井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1

井川町役場 総務課 広報担当まで

◆しめきり
２月 20 日 ( 金 ) 当日消印有効

クイズの正解者の中から抽選で３人の方に
図書カードをプレゼントします。
前回の答えは、 （1）丑年　（2）木曜バレーＡ
チームでした。

広報クイズ　No.210

２人のお姉ちゃんにもまれて

イタズラッ子に変身中の綱大。

たくさん食べて、たくさん遊んで、

身体も心も大きくなってね。
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か
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ん

１日（日）

３日（火）

８日（日）

９日（月）～ 3月 16日（月）

11日（水）

合同厄払い・還暦祭 （環境改善センター）

子育て・親育ち講座
「親の知らない子どものケータイ・ネット社会」

（井川中学校図書室）

わんぱく雪祭り（積雪がある時）
（赤沢山スキー場）

住民税申告相談
（日程詳細は２－３ページをご確認ください）

建国記念日（祝日）　ごみ収集日

２月
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追
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６
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取
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秋 田 西 高 校
生 徒  会

浅野加奈子さん（２年・羽立）左
中村ともみさん（２年・羽立）右

今月の１枚 中学校吹奏楽部
冬のミニコンサート
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№
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編
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・
発
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井
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役
場
総
務
課　

〒
０
１
８
|
１
５
９
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秋
田
県
南
秋
田
郡
井
川
町
北
川
尻
字
海
老
沢
樋
ノ
口
78
|
１　

☎
０
１
８
（
８
７
４
）
４
４
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
（
８
７
４
）
２
６
０
０　

※
印
刷
／
秋
田
協
同
印
刷
㈱

▼ 

１
月
５
日
、
満
百
歳
を

迎
え
ら
れ
た
中
下
村
町
内
の

北
嶋
ク
ニ
さ
ん
の
敬
老
祝
い

に
同
行
し
、
私
も
少
し
お
話

を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
時
の
や
り
と
り
は
「
町

長
日
記
抄
」
で
紹
介
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
が
、
10
年
以
上
前
に
他
界
し
た

祖
父
母
を
し
っ
か
り
と
覚
え
て
お
ら
れ
た
ク
ニ

さ
ん
の
記
憶
力
に
は
本
当
に
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
帰
り
際
に
握
手
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と

き
の
ク
ニ
さ
ん
は
と
て
も
優
し
い
表
情
で
し

た
。
年
齢
を
重
ね
る
ほ
ど
そ
れ
ま
で
の
生
き
方

が
表
情
に
出
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
会
っ
た
人

を
安
ら
か
な
気
持
ち
に
さ
せ
る
優
し
い
笑
顔
が

で
き
る･･･

そ
ん
な
生
き
方
を
自
分
も
し
た
い

と
願
う
と
同
時
に
、
な
ん
だ
か
元
気
を
も
ら
え

た
気
が
し
た
新
年
初
仕
事
の
日
で
し
た
。 

ひ

編集雑記
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■お誕生おめでとう

菅生　蒼
そ う ま

真（大樹、春香）

伊藤　 嶺
れい

（健、恵里佳）

（４月１日からの出生数　25 人）

■お悔やみ申し上げます

中山　安治　（79 歳・小今戸）

伊藤　喜一　（58 歳・今　戸）

山﨑　サヨ （94 歳・綱木沢）

坂下美佐子 （64 歳・街　道）

北嶋　リヨ （93 歳・中下村）

工藤　定夫 （72 歳・羽　立）

小林　幸一 （80 歳・館　岡）

伊藤　政子 （68 歳・上　村）

安田　鶴治 （96 歳・小今戸）

鈴木　節三 （93 歳・小　泉）

湊　トクヱ （92 歳・大　倉）

慶 弔

人口などの動き
（１月１日現在）

人　口　男　2,686 人（－ 40）
女　3,032 人（－ 63 ）
計　5,718 人（－ 103）

世帯数　　　1,786 戸（+ ６）
（　）内は前年同月との比較

善 意

■地域福祉基金・ふるさとづくり基金へ

・さくら町内の伊藤ユキさんより、亡夫
勝雄さんの香典返しとして

・中下村町内の北嶋新さんより亡母
リヨさんの香典返しとして

・ふるさとづくり基金へ１件の寄付が
ありました。

“ありがとうございました”

だより
（12/21～１/20）

お願い：〝慶弔だより〟に氏名等の掲
載を希望されない方は、届け出の際
に『戸籍窓口』へ申し出ください

林　宏／
東京芸術大学彫刻科卒業
国展、足立区野外彫刻展、神
戸具象彫刻展ほか受賞多数

本を読もう

石
（250 ×300 ×80㎝）

　林  宏（東京都）

日本国花苑の
彫刻たち〈31〉

苑
地
の
東
側
、
野
営
地
そ
ば
の
芝
生
の

上
に
本
を
読
む
ウ
サ
ギ
と
少
女
が
い
る
。

し
か
も
、
と
て
も
不
思
議
な
木
の
下
に
い

る
の
だ
。
ウ
サ
ギ
は
少
々
深
刻
そ
う
な
顔

を
し
て
い
る
か
ら
哲
学
書
で
も
読
ん
で
い

る
の
だ
ろ
う
か
。開
い
た
本
を
胸
に
抱
き
、

目
を
閉
じ
た
少
女
は
、
ロ
マ
ン
の
世
界
に

ひ
た
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

は
じ
め
て
こ
の
作
品
の
前
に
立
っ
た
と

き
そ
の
大
き
さ
に
驚
い
た
。
無
闇
に
大
き

い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
本
を
読
む
ウ

サ
ギ
も
女
の
子
も
、
現
実
の
世
界
と
空
想

の
世
界
を
す
ぐ
に
つ
な
げ
て
し
ま
い
そ
う

な
大
き
さ
が
あ
る
の
だ
。
メ
ル
ヘ
ン
の
世

界
も
こ
れ
ほ
ど
の
大
き
さ
に
な
る
と
、
突

然
現
実
味
を
帯
び
て
く
る
。
ウ
サ
ギ
は
近

寄
る
と
ひ
ょ
い
と
こ
っ
ち
を
ふ
り
向
き
そ

う
だ
し
、
女
の
子
も
足
音
に
驚
い
て
起
き

あ
が
り
、
つ
い
で
に
大
き
な
伸
び
を
し
そ

う
だ
。
木
も
大
き
な
キ
ノ
コ
み
た
い
な
の

に
、
な
ぜ
か
サ
ラ
サ
ラ
と
葉
擦
れ
の
音
が

聞
こ
え
そ
う
な
大
木
で
、
本
を
読
む
の
に

と
て
も
い
い
場
所
に
思
え
て
し
ま
う
。

こ
こ
ま
で
書
い
て
、
は
た
と
困
っ
て
し

ま
っ
た
。
こ
れ
な
ら
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
こ
こ
に
立
っ
た
ほ
う
が
ず
っ
と
い
い
。

そ
の
ほ
う
が
も
っ
と
も
っ
と
沢
山
の
物
語

が
で
き
そ
う
だ
。
ウ
サ
ギ
は
す
ぐ
に
立
ち

上
が
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
話
し
か
け
、
女

の
子
は
一
緒
に
走
り
は
じ
め
る
だ
ろ
う
。

林
や
芝
生
が
沢
山
の
苑
地
は
、
遊
ぶ
に
は

格
好
の
場
所
。
ひ
と
し
き
り
か
け
ま
わ
っ

た
ら
、
ま
た
木
の
下
で
本
を
読
む
の
だ
。

「
横
に
な
ら
ん
で
一
緒
に
本
を
読
ん
だ
り

ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
欲
し
い
。」
と
語
る
作
者

は
、
多
分
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を

待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
側

で
目
を
細
め
る
大
人
た
ち
の
笑
顔
も
。

桜
の
森
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
員

（
前
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
副
館
長
）

小
笠
原　

光

施設の利用状況（12 月）
(　　) 内は累計 

■環境改善センター…… 433 人 （ 8,093 人 ）
■歴史民俗資料館………… 3 人 （ 77 人 ）
■町民体育館………… 1,093 人 （13,507 人 ）
■町民武道館………… 1,223 人 （ 6,546 人 ）
■町営野球場……………… 0 人 （ 5,985 人 ）
■スポーツ交流館……… 644 人 （ 1,721 人 ）
■定住促進センター… 1,193 人 （ 13,087 人 ）
■日本国花苑施設………… 0 人 （ 14,502 人 ）
■老人福祉センター… 1,538 人 （ 10,733 人 ）
■ごみ処理場…………… 85 ｔ （ 693 ｔ ）
■し尿処理場…………… 71 kl （ 604 kl ）


